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日本のサムライ、米国上陸！
―カリフォルニアにおける遣米欧使節団の様相
日時：2012 年 5 月 27 日（日）
場所：町田キャンパス 30 号館 302 教室
講師：マーティン・コルカット（プリンストン大学教授）
コーディネーター：竹村英二（国士舘大学 21 世紀アジア学部） 
ＡＪフォーラム 21
1871年12月23日、100名ほどの使節団が横浜からアメリカ・ヨーロッパに向けて出発した。最初の
訪問国アメリカでの滞在は1 ～ 2カ月の予定だったが、様々な事情によって7カ月ほどとなり、その
後一行はイギリスからヨーロッパへ、そしてロシアのサンクト・ペテルズブルグへと向かい、地中
海経由で1年7カ月後に日本へと戻った。当初の予定は、欧州訪問を先とするものであったが、チャ
ールズ・デロング大使の説得により訪米を優先することとなった。
岩倉使節団の詳細な記録を残したのは書記官の久米邦武である。渡米時31 ～ 32歳、佐賀藩生まれ
の武士であり、清代考証学にも造詣の深い儒者でもあった。政府間の話だけでなく、学校や工場な
どを見学した際にも詳細な記録を取った全5巻の『特命全権大使 米欧回覧実記』は、帰国後5年して
出版されている。
最初の寄港地となったサンフランシスコは人口約15万、大陸横断鉄道が数年前に完成し、ゴール
ドラッシュで人口が増え、成長期にあった。アジアで新しく台頭した日本の明治政府が使節団を派
遣することは数ヶ月前から新聞記事になっていたため、使節団の訪問は周知であった。岩倉、伊藤
などの指導者は市内のグランド・ホテルに宿泊したが、それは、使節団と行動を共にしたデロング
大使の友人であり、カリフォルニア銀行の頭取でグランド・ホテルの所有者、その他鉄や鉄鋼など
の事業を展開していたW.C.ロールストンが、デロングの話を聞いて貸出したからであった。他にも
交流会を催すなど、ロールストンは使節団の渡米において、大切な役割を果たしたといえよう。
使節団と共に5名の女子留学生が渡米している。そのひとり、山川捨松は1882年にヴァッサー大学
を卒業し、帰国後軍人の大山巌と結婚した。最年少は満6歳で渡米した津田うめで、10年以上をアメ
リカで過ごし、一度帰国するが、再度願い出てブリンマー大学に留学する。帰国後は女子教育に従
事し、津田塾大学を開いた。5名の留学生は渡米直後はデロング夫人の指示により着物姿で過ごした
が、珍しいもの見たさの視線が気になると彼女たちの間では不評であった。
使節団は学校施設や工場などを訪れるなどしてサンフランシスコに2週間ほど滞在し、その後寝台
汽車スリーピング・カールを利用しアメリカを横断した。久米は、寝台車は窓が広くて外が十分に
見え、振動が少なく楽だったと記録している。一行が旅した1872年は大雪で、モルモン教の中心地
であるユタのソルトレイク・シティで一時停留を余儀なくされた。当時モルモン教は一夫多妻制で
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あり、アメリカ国民から反感を買っていた。そのため、岩倉は指導者ヤングには会わず、伊藤や大
久保などのみが紹介を受けている。ソルトレイク・シティからシカゴへ向かう途中では、バッファ
ローのような動物やアメリカン・インディアンなどに遭遇したが、久米はその記録も詳しく残して
いる。
使節団が到着する前年の10月、シカゴは大火事に遭っていた。それを聞いた使節団は約5,000ドル
を寄付している。また、岩倉はシカゴで留学中の息子たちに会ったが、その際髷に羽織袴は時代遅
れだと諭され、髪を切り、洋服を着るようになった。同時に女子留学生も洋服を身につけた。
その後一行はワシントンへ向ったが、そこで岩倉や木戸などの代表はグラント大統領やフィッシ
ュ国務長官などと面会し、不平等条約改正の交渉を開始した。また岩倉は、使節団の目的が文明開
化であり、相互協力の下日米間の友好を確立しようといった内容の演説を、議会にて行っている。
しかしワシントンでの条約改正は成功せず、伊藤と大久保が明治政府の委任状を得るため一時帰国
する間、他のメンバーはニューヨークやボストンへと向かった。ニューヨークではブロードウェイ
などを訪れ、またウェストポイントの陸軍士官学校やナイアガラの滝なども見学している。ボスト
ンでは宗教者や世界平和運動の指導者たちの集会が開催されていて、岩倉は頼まれて演説もした。
その後日本より戻った伊藤と大久保と合流し、岩倉らは再度グラント大統領とフィッシュ国務長官
との条約の改正を試るが、交渉は決裂し、使節団は話を断念しヨーロッパへ渡ることとなった。
久米は、教育の街ボストンでMITやハーバード大学なども訪問し、学生からも話を聞き、初等教
育だけでなく、大学レベルの高等教育の大切さについて考えたようである。記録からも、欧米の教
育システムについての勉強が必要であると強く意識した様子が伺える。彼が唯一アメリカを批判し
たのは女性の態度で、女尊男卑やかかあ天下といい、路上でのキスなども個人の感情を公衆の面前
で現わすなどはしたないと書いているが、その時代の日本人としては受け入れ難かったのであろう。
全体を見れば、アメリカで過ごした約7カ月は、久米だけでなく一行のそれぞれにとって、各地で
主要人物などに紹介され、また工場、学校、銀行、経済制度、鉄道の制度、電報の制度などを見学
し、意義あるものだったといえよう。
